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1 緒 言

　實驗室 で フ ジ ツ ボ類の llaup ユius 幼生 を餌育 す る事 は頗 る囲難 とされ ， 筆者等は 只 HERsc

〈1936）が B αlanus　 c！
・
e7uitus を卵 よ り附着期 まで飼 育 した報告を知 る に過 ぎ ない．被の 報告に

依れ ば ， 第 2 期叉は 第 3 期 まで の Dauplh6 幼 生 は遯 め て 丈夫 で硝 子鉢 の 中で も容易 に飼育

出來 る が ，それ 以後 に な る と掀 弱 くな つ て大 多數は eypris 　
”
期に な る前に斃死す る とい ふ。

！從 つ て彼 の 場合に も附着期 まで 生存 した幼生 は僅か な數 だ つ た ら しい 。 我 國に於 て は 石出 ・

八 杉爾氏 （1937）1こ よ リ シ ・ ス ジ フ ジ ツ ボ B ．　mnbf ）h・itrite　 vndbicostatus ，に 就て その eypris 期 ま

で の 變 態過 程が 記載 され ，
照 uphus 幼生の 飼 育は 困難 で あ る と報告されて ゐ る。

　筆者等 は 1941 年の
ー
7 月よ り岡年 9 月 まで 山 口縣 の 瀬 戸内海階岸に 在 る當研 究 所秋撼分

室に 於 て シ ロ ス ジ フ ジ ツ ボ ，タ テ ジ ？ フ ジ ツ ボ B ．a，fnphiti ’ite　 haswaii　 nsi ． 及び ク ロ フ ジ ツ ボ

T ・剛 翫 騨 脚 脇 の 3 種の 幼 生を實 驗室内の 小硝子躰 で飼育 した。 ク ・ フ ジ ツ ボ の 幼生は

cypris 期 まで は 變態す るが附着生 活を 營む前に全 郡 斃死 して 若 い フ ジ ツ ボ 砺 尋る 事 は 出來 な

か つ た． 然 る に シ P ，xtS フ ジ ツ ボ と タ テ ジ V フ ジ ツ ボ の 幼生 は そ の 飼育 が 容易で ，孵化 した

nauplius 幼生は 脱皮を 重ぬ る も衰弱す る こ とな く殆 ど CYPI
’is 期 に 變 態 し，　eytoritt 幼生の 大

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

多數は器 壁に 附着 して 若い フ ジ ツ ボ に な つ た。 而 して幼 生の 變態過 程を観 察 した の は タ テ ジ

マ フ ジ ツ ボ の み で あつ た。

　フ ジ ツ ボ類の 附着機 能の 研 究 は離底汚穢の 問題 と關逹 して 甚 だ重要で あ る
。 筆 者等 の 飼育

方法 が廣 くこの 方面の 軒究 を促 進 し， 船底塗料 改善の 一助 ともなれ ば幸甚 で あ る。

　稿 を進 め る に 當 り， 珪藻の培養 ， 文獻の獵 渉に御 援助 下 さつ た 松江吉行助教罠 交獻 を 色 々

お i教へ 下 さつ た 大島泰誰 助教授 及び 犬尾三 郎 氏 に 深 謝す ろ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　 II　材料 と飼育方法

採卵用の タ テ ジ マ フ ジ ツ ボ は實 驗室前 の 養殖池に 在 る ＝ ン ・di　I」　・一トタ ン ク の 壁 に 附着せ る

もの で あ る e 受 精卵 は は じめ の 内は黄色 で あ る が ， 胚 が充分發逹 して 卵内 11aupli 囎 に なる

と薄友黒色を 帶び ろ の で ， 孵化 直前の 夘は容易 に識別 出來 る
。

これを malSle 　eavity 内 よ り

取 轟 し， 直徑 21cm 深 さ 14　cm の 圓形硝子 鉢 に入れ る
。 孵化 した na，　upliug ．幼 生 は 更に 圓形
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の 稍子鉢 に移 して 飼育を は じめ る
。 飼育方法は筆者等の 一人 （藤永 ）が ク ル マ エ ビ 」’er− ［eevs

畑 。，臨 ・ の ・。・醐 勉 飼 育 しナ蝪 合 と全 恫 樣で あ祝

飼鯛 備 水 は ， 琺瑯引 きの タ ・ i・ 1・ 砂礫 と木凝 蜘 ・ 繭 單鵬 過器で 噸 痕書した もの

で あ る．飼育輔 水徽 嗾 へ ろ事 な く，S ・ 期 … pli・ ・ 幼生が變籬 重 ね て 附着生 激

爲す 姪 る まで全 桐
二鰍 で よい ． ・k温 とか鹽分に 糊 ゆ 鶴 腰 らfS　L・・ （水 温 23〜 28℃ ・

鹽分 25〜31 脇）。 餌 と して は 8ibeieiOlee｝ml σ勘 面 の純粹培養 した もの を用ひ  

多 く岬 殻類は そ C・）　 nauplius 　JEkび ・岬 期 鯲 て．lt， 未だ 鹹 鰤 霞聊 あ 赫 向 燵 まず 1

體 の 雕 麟 が あれば攝 つ て 厳 し， 無 ければ餓 ゑて斃死 す る c 叉 多 く趨 光性 を有 し溶 器 の

帽 以 上 を鰍 して 光線 の 射す方 向喋 ま る ． ・ ジ ツ 紛 燃 Ph ・鋤 生 も鵬 で は ない・從

つ て 餽 嫦 、・，紳 に 鰾 して ゐなければ な らない し，
i（・j・ さい 容納 で 上暾 的 攤 の 幼 凝

飼育す る とす れば 溜 は常に 糧 1・なけれ ば な ら鴎 而 して 餌が 糧 な る爲に 水 碯 敗 せ し

め ろ や うな もの で あ つ て は な らな い ． 斯の 女隠 蜘 牛を滿たす餌 と して は 浮漂性輔 し湧 磯

榮養で純 梓鱶 の 出聯 鹸 が 最 樋 當 で あ ら う。 淨灘 鮪 し灘 機 鱶 で 綣 轜 養 の 出

來 る珪 藻な ら ， いか な る種類の もの で も倉耳に な るか とい へ ば快 して さ 満 單 な もの で は な い

らしい 。筆者等の 一人 篠 永 ）が多年 ク 」レ マ エ ビ
2 ’

の z。ea 幼生 を倉謄 しt・經驗に 由れ ば・こ

の 幼生 の 餌 と して は 多 くの 珪藻 の 内 跏 畧娜 撒 ・醜 瀚 と A
’itasehia　aloste？dvm 　t． r’thし ・ 特 に

前者が優 れて ゐ ろ e7
ジ ツ ボ の nit−upliu ・ 幼 生 に こ の 蘿 の 鹸 を 與へ て み る と IAT ・ct°ste 「iufn・

で 胸 生 は 。yp，i、 期 瞹 態す る前 1・：大 嫐 は斃死 し，
ε … 伽 禍 旗 ヘ プ鋳 の み 非常な好

成績が 得 ら緯 。自防 前齣 鱒 ・購 子鉢 1・約 3
，
0eo・99・・期 n ・・ plius 幼生 を 飼育 して ， 約

2，9。o が縫 に附着 して著 しく愚 ・ フ ジ ツ ボ に なつ ナ・Q 從 つ て ク ル マ ＝ ビ の ・脚 幼 生の 衝靖

方法 は そ の 儘 フ ジ ツ ボ の nftupl ｛us 幼生 の 飼 育に 適應す る の で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　 III 變　　　　　態

　卵の 分裂 ， 胚の 發 展過程及び卵 内 naupliug ．の 成長に 就て は未 だ充分觀 察 して ゐ な い の で，

本 交では第 1 期以後の 變 態を述べ る に止 め る
。

　第 1 期 naup ！ius 幼生は孵化後 10 分乃至 2 時間以 内に 脱 皮 し ，
以 後 鱒を 充分輿 ふ れ ば 1

畫夜 に 1 囘 宛搬 す る．皀卩ち 1 週間以 内に 7 磁 皮 し 7 囘 の ec皮後 に 。yp・is聽 こ 入 る・

本種の 脆皮 囘數は シ ロ x ジ フ ジ ツ ボ （石 田 ・八 杉 1937 ）に 等 しく，
盈 纛 燃 c・rE31Cbirll−： （HE 脳

ユ936）よ e・　 S ・ 囘少 い． H ・．RZ （1936＞は 召．・… 融 ・ の … pli・ s 嫐 二於 ける 經過 時間を 2

邇間乃至 3 邇間 と報告 し， 樽 眦 して 著 しく長 い 。 これ 騒 の 相違 ・ 水 温そ の 他の 勦 條

件 の 異 な る事 よ   も寧 ろ餌の 適 不適 ， 足不 足 の 方 が よ り大 きい 原 因 と思 は れ る c　何故 な ら ば

石 田
．八 杉 （1P．・371＞は シ ・ ス ジ フ ジ ツ ・瀚 ・ ・ 叩 1iu・ 期 淤 け る 經過 時闘 を 2 遯 間 と記 載 し

て ゐ る が筆者等の 實驗 で は S．ω 曲 如 を 充分興ふ れ ば シ ロ ス ジ フ ジ ツ ボ も本聾 と同樣 ユ 週 聞

前後で若い フ ジ ツ ボに變 態す る
．

フ膃 を同 一に して も餌が 適當 でなか つ た を・苡 は 不 匙 た

　　1＞ ク 、・．マ ＝
・eo 詳し咽 育方油 ・就 こは 本文 よ りも前 畷 表 の 豫 定で あ る か ら…　 で は 初 大略

を まなべ る に 　 め る e

　　2＞ ク 、・ v 　＝ ビの 雛 は そ の P ・uplius 期 に 於 α 増 内 に 鮪 す る 簸   で 充分 で …
e・ 蜘 曖

態 し℃ は じめ て 餌 を攝 る （藤 永 1935＞。　　　 、
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りすれ ば本聾で も n 飢 Ψ 11us期 を經過す るの に 10 日以 上 を要 した 。 斯 の 如 き場合 に は必 ず

生存率の 著 しい 減少 を示 した。

　Cypris に 變態 した幼生が器壁 に 附着す る まで に要 す る時闘は個體 に 由つ て 可 成 わの 相異が

見 られ ， 早 い もの で は 數時閼以 跨に 附着す るが ， 中に は 5 日間以上 も附着 しない もの が あ る 。

附着後 cypris 幼生 が球睡 の形に 變態す る 時間 も個體 差が 甚 しい e 然 し多 くの 場 合 cypr 擒 に

變態 すれば 24 時間以 内に若い フ ジ ツ ボ に なる
。

iNauprius

ll｝9ifの變化 　 （第 1 圖 ）第 1 期 ・・auplins は 體長 O・19　mm ， 體幅 0・10　mm 。 體長 は 楯 甲

（C！arftpfice ）の 前縁 よ 臼胸腹突 出部 〈tholac・〕鱒 dominal 　 procecs＞の 先端 まで ．體幅 は兩 前角

第 1 圖　 Nflnplius の 體躯 の 變化 ，
卩 冖マ 數字 は 期 を 表 は す 。

（fronもal　hornl の 基部 の 間を 瀰 る。體の 前縁近 くに 比較的大 な る單誤 （simple 　cye 。mauplius

eye ）が あ b ，前縁爾欄 の 前角は後方に 向ひ ， 口器及び淌化管は未 だ 明 瞭で な く， 洶腹突 畄部 も

あ まり發逹 して ゐ ない ｛1）。

　第 2 期 nauplius は 體長 0．2｛｝mm ，體幅 0。15mm
。 前期 まで は體 内に 卵黄を保有す るが ，

こ の 期 に な る と卵黄は殆 ど吸 牧 し蠱 され る。 從 つ て フ ジ ツ ボ 幼生の 飼 育は第 2 期 nauplius

よ り始 ま る。 單眼の 兩側 に 1 對 の 觸鬚 （semsory 　h離 ）を 生 じ， 前角 は體 の 長 軸 に 對 して 直

N 工工
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角に な ‘
’
）

， そ の 先端は二 叉 す る。 口 器は稍明瞭に な b
， 上唇の 先端に は 毛を 生 じ， 腸管が 明 か

に な る。 胸腹突出部 もよ く發逹 して 先端は 叉歌 を な し， そ の 上 に 2 封の 小輙を有 し ， 尚爾偲

中央 に 1 對の 小突起 を 生ず 。 楯 甲の 尾端 （c曲 dah ＞roce8 巳＞lt前時代に 比 して 更 に 伸長 し，そ

の 爾側 に は 多數の 小棘を有 す 〈II）。

　 第 3 期 nauplius は體長   ．30　；nni
， 體幅 0．17　mm 。體 形 は前期 と大差 は な い （III）。

　 第 4 期 naupllus は體長 0，35　mm ，體幅 O．19　mm ，楯甲の側 面後縁に 1 勤 の 尾角 （candal

born ＞を 生 じ， 楯甲の 前縁 よ を♪尾角の 基部 まで の 長 さは 0．26　mm で あ る，胸腹突 出郷に は 腹

節が その 表皮下 に 幽か に表はれ ， 叉 1 巽の小棘 をその 表面 に甎生す る （lI」

〉。

　 第 5 期 nauplius は軆長 O．39　mm
， 體 幅 0．23　mm

， 褥甲の 前隊 よ 動後角 の …轗 まで の 長 さ

は 0．31mm 。體 形 は前期 と大 差な い が ， 胸腹突 出部 の 側両申央の 小突起 は 2 對に な る （V ）。

　 第 e， 期 nauplius は體長 O．49　mm
， 體幅 0．27　mm

， 楯 甲0）前縁 か ら後角 の 基 部 まで の 長 さ

O．3δmm 。體の 前縁近 くに於 て 單眼 の 左右に複眼 の 始痕が表 はれ る。 腹箘 は表 皮下 で 更 に 明

瞭に な b6 節を數へ
， 表面 に 6 樹の 小棘を生 ず ろ （VD 。

　第 7 期 nauplius は體長 0。5a　mm ， 體 幅 0．30　mm
， 楯甲0）前縁 よ わ後角の 基部 まで の 長 さ

0．40mm 。最後 の nauplius 期 で metanauplius と もい ふ 。前期に 於て 始痕的 に 表 は れ た 複眼

が 明瞭に な る
。 腹篩は

一
暦顯著に な 動 ，各節に 複肢の 始痕が表 は れ る 。 複肢は 何れ も分 叉 肢

で 先端に 短 い 硬毛を有す。然 し未 だ 表 皮下 に あ つ て何 等の 作用 を營 む もの で は ない （VII）。

　第 1 附萬鼓 の變化 　 （第 1 躅 1
， 第 2 圖！第 1 期 na ・uplius の 3 對の 附屬肢 は その 硬 毛

（fietae ）が何れ も甼 滑で ， 第 2 期以後に羽 毛朕叉 は樹枝駄に な る。 この 事 は ク ル マ エ ビ の

na ．uplius と同樣で あ る （藤永 1｛　g．　ro ）。第 ユ 附屬肢は 體長 の 3／5 よ り も僅か に長 く， 4 節よ

わな 転 第 3籔最 も長 く龜の 3 節 は そ の 長 さ略等 しい 。第 1 附属肢は全 na ，upliu ： 期 を 通 じ

て常に 4 節で ある。硬毛 は側面

に 4 本先端に 4 本合 計 8 本 で

あ る く第 1 矚！1）．

　第 2 期 na 叩 liusに 於 て は 硬

毛の 數に變 化 な く， 只 偲 面 の 2

本 と先端の 1 本 が羽 毛 欺 に な る

の みで ある （第 2 圖 II）。

　第 3 期 naupiius に 於て は 側

面 に 1 本 の 李滑 な硬 毛を新生 し

て硬 毛數は 9本に な る （第 2 圖

III）。

　第 4 期 naUPIius に 於 て は側

面 に 更に 1 本 の 硬 毛 を新生 して

硬 毛 數は 10 本 と な り
， 先端の 3

本 と側 面 の 2 本が朋 毛錻で あ る。

（第 2 圖 IV ）c

　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 2 圏　1S’anPl 童U霞 の 第 1 附 矚肢 の 變 化 ，
ロ 隅マ 數字

　第 5 期 naup ユiu8 に 於 て は 側 　 　 　 　 　 　 　 　 は 期 を表 は す 。
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面 に 2 硬毛を藩生して 硬 毛數は i2本 どな り
， その 内 6 本が羽 毛 駿で あ る （第 2 躅 V ）。

　第 6 期 nauphus に 於て は硬毛數 は 13 本 とな り，その 内 7 本 が 朋 毛歌で あ る。第 3 節

の 上側面 は少 し膨む （第 2 圜 VI ＞。

　第 7 期 nauplius に 於て は 硬 毛の 數 は前 期 と同樣で あるが ， 〈第 2 圖 VII ）， 第 3 節σ）上

　　　　　　　　　　　　　　　　　 側面 は 更に膨脹 し，
cyp 飴 期に 變態す る前に は ， 表 皮

　 　　　下 に cypri ＄

’
期の 吸 盤 （sucker ） とな る べ き部分の 始

　 　　　痕ゐ漑 に 表 は れて ゐ る （第 3 圖 ）。

　 　　　　第 2 附融 の變化 　傑 1 圜 L 知 圖 ）第 2 附

　　第 耀 第 嘲 、脚 lil、s　。 　 屬脚 ま第 鮒 雛 よ 蝿 齢 ’ に長 く （脚 基 研 枝 ）・

　Pt　1 附屬肢第 3 節，
　cypris 　rc變　　　文外枝は 内技 より も長 い。 體 長 と各附矚肢の 長 さの

　態 す る前 　゚　　　　　
卩
　　　　

』
昆は，睨皮毎に體長の 伸長 に 附矚枝の 抻長が 俘は な い

焦 そ の 比 は次 飽 こ 壇加 す る が ， β鰹 肢間帳 さの 比 酪 期 樋 じて 殆 ど變 らな い ・第 1 期

naupr 漁 s に 於て 第 2 附屬肢 の 脚基は 2 飾よ 4〕 な、鉱 各飾の 内側 に は 數本 の 鏡 い 針駿硬 毛を

有す。 脚基 は各期を通 じて あ まわ變化 しない。外枝は 4 節 よ b な り
，
5 硬毛 を有 し，

3 本 は

禰 に ・本は 嬲 に あ ・酒 鄰 ・ 節 よ ・な ・1順 毛 鮪 し
願

に 鉢 嬲 1こ 鉢 で あ

る （第 1 圖 1）。

第 2 期 。 。。 pli。 s に 於 て は 外肢 は 7 節 叉 は S 節 とな り硬 毛 は ｛帳 す る と共に 2 本 膾加

第 4 圜 　Nauplinsの 第 2 附属肢の 變化 ，
ロ 冖マ 數宇 は 期 を 表 は す 。
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して そ の數は 7 本 とな む ， 先端の 1 本 を除 き他は 何れ も羽 毛欺 であ る
。

・内枝の 硬毛數に は

變化 な く，先端の 1 本 と側面 の 3 本が羽 毛 歌 に な る （第 4 周 II．〉。

　第 3 期 nauplius に 於て は 内外兩枝共 に硬毛の 數は 前期 と同樣 で あ る が ，外 枝の 硬毛 は全

鵠朋 毛駿 とな り ， 内枝は側面の 、1 本 の み 卒滑で 他は 全部朋 毛歌で あ る （第 4 鬮 III）。

　第 4 期 naup ］ius に 於て は 外枝 は明か に 8 篩 とな b ， 側 面 に 1 本の ZF 滑 な硬 毛を薪生 し

て そ の 數 は 9 本 ， 内枝は側面 に 1 本先端に 2 本の 挙滑 な硬 毛 を薪生 して そ の 數は 10 本 と

な る （第 4 圖 IV ＞。

　第 5 期 nauplius に 於て は外 枝 の 硬毛數は 11 本 とな わ何れ も弱 毛歌 で あろ。 内枝 の 硬 毛

數 に は變化 な く，
2 本の み甼滑で 他は 凡て朋 毛歌 で あ る （第 4 躅 V ）。

　　　　　　 第 5 圖 　1“auplills の 第 3 附屬 駭 の 變化 ，
口 一マ 數字ほ期 聖表 膝 す。

　第 6 期　nauplius に於て は 外枝 は 1 本 の 羽 毛歌硬 毛 を薮生 して ， 硬 毛數 は 12 本 とな り ，

内枝に は 全然變化が見 られない （第 4 圖 VI ）a

pa　7 期 ・ 肌 ・pliRs に 於て は 内外枝共 に前期 と全 く同檬で あ る （第 4 圓 VII）・

第 3 齷 肢の燮化 　傑 1．圖 1
， 第 5 剛 es　3 附屡肢は 第 1 附屬肢 よ hS 短 く・ 内枝1ま

嫐 よ 暁 働
・

に 長い．脚基は 2 篩よ り な り ， 第 1 節に は 1 叔 1ま 2 本 ， 第 2 貅 こは 3

本 の 鏡 い 針歌硬毛 を有す 。 第 3 附矚肢の 脚基 も第 2 附驕肢の 脚基 と灣樣 ， 腕皮毎 に 殆 ど變 ．

化 しな い 。 第 1 期 n 麟 plhls に 於て は 外撫 ま 5 節 よ b な り ， 第 2 節 よ り先端 まで各 節に 1
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本宛郎ち 4 本 の 硬 毛 を有 す 。 内枝は 2 節よ りな る も脚基 との 驪舗は極 めて 不明瞭で ， 内働

に 3 本 ， 先端に 5 本の硬 毛 を有 す （第 1 圖 1）。

　第 2 期 naupl1 閃 に 於 て は外 枝は 硬毛を 三本 i新生 して その 數 は 5 本 とな む
」 その 内 4 本

は羽 毛歌で 先端の 硬毛は 片側の み 密羽 毛瓶で あ る
e 内枝の 硬 毛數は變 化 な く， 側 両 の 2 本 と

先端の ユ 本 が朋 毛欺に な る （第 5 圓 II）e

　第 3 期 nauplius に 於て は 外 枝は 6 節 とな わ
， 硬 毛の 數は前 期 と同様 で ある 。 内枝に は

變化 が見 られ ない （第 5 鬪 III）。

　第 4 期 nauplius に於て は 外 枝は 前期 と變 らな い。 内枝は 先端 に ユ 木の硬毛 を薪生す る

（第 5 圖 IV 〕。

　第 5 期 nauplius に 於て は外枝は 1 硬 毛を 新生 して その 數は 6 本 とな わ ， その 内 5 本

が朋 毛状 で あ る。 内枝の 先端は 2 籔に 分れ ， 側面 に 2 硬毛を 新生 して その 數は 12 本 とな

ろ （第 5 圖 V ＞。

　 　 第 6 圖　Clr・PI’is の 變化 。　 fl．淋泳 の cypr ｛8
，
　 b，器壁 に 附着直後 の eypri8

，
　 c

，
　d，殻 内 に

　　　　　　 於 て 周殻 が 幽か に 形 威 さ れ る， 巳 oypri 昌 の 脱 皮 の 瞬間 d

　第 e・ 期 n 飜 pliu8 に於 て は 内外 枝共 に前期 と大 差 な く ， 只外枝の 硬 毛が 全 部 貂 毛歌に な る

の み で あ る （第 5 圖 VI ）。

　第 7 期 nauplius に 於 て は 内外技共｝こ變化が全 然 な い （第 5 圏 VII）。

　以 上記蓮 せ る 如 く，
3 聾の 附屬肢の 内脱皮毎に 比 較 的規則正 し く硬毛 の 數を檜 加 して ゆ くの

は ， 第 1 附矚肢及び第 2 附謁肢の 外枝で ある。聳つ て こ の 兩者 を檢べ る事 に 由つ て nauplh 遷s

の 各 期 を知 る 事 が 出來 る。然 し第 6 期 と第 7 期 は 各附 屬肢 共 に硬 毛 の 數 は等 しい が ，こ の 爾

者は複眼が 明瞭で あ る か 否 に 由 つ て 區別 す る 事 が 出來 る。

ii　　Cypris 　期

　Nauplius 期 の 楯 甲が折牛 して貝 轂歌 とな   ， その 中に農 を包む （第 6 圖 tl
， 第 7eea ）。殼

長 e．47　mm
， 殼高 0．19mln 。體 は先端 よ め約

‘1／3 の 處で 背部 よ 彳）割 目を生 じ， これ に よ つ て

鬣 を 二 分 す る。前方の 部分に は 1 封の 觸角 （nauplius 期の 第 1 齢驕 肢 の 變化 した も の で あ

る ， 第 2，第 3 附羈駮 は邊化 して 殆 どそ の 存 在 を 失 ふ ）複眼 及び單眼 が あ b
， 前縁附近に は
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

タ テ ジ
『
マ フ ジ ツ ボ の 飼 育 と 變 態 1ユ5

多數の 小縮 があ る． 複眼 の 内偲 こは 1甥 の細長い 鰍 の 鬚 が あ つ てveの邏動 と共 に 時 綴

外 に 出 る
eHEBz （1936）は これ を mauplEus 期の 觸鬚か ら變化 しプこ

一
種 の 感觸器 官だ ら う と

云 つ て ゐ る
。

叉複眼 の 直後に は セ メ ン ト腺が あ り ， そ の後方 に 閉閉筋が存在する
。 鶲 の 後方

の 部分 は腹 籔及び これ に附屬す る 6 封の游泳肢 と尾節 よ 軌 2 對の 褐色の 色素帶が あ る （第

6 圖 a ）。

齣 の 先端は吸 盤瞹 形 す る．（es・7　mp　x ）∴ の 吸盤 1’X 　 naupli ・ ・ 期 の 第 3 節に相 常す る

もの で ， その始痕は 銑に前期の 絡 の に 表 皮下 に表 は れ て ゐナも 吸盤 の 後に は 小節 を生 じ，從 つ

て 前期の 第 3 節 は 3 篩に 分れ る。 第 4 節卻 ち前期 の 先端の 節は 著 しく退 化 して 扁片獣 とな

り，吸盤 の 側 函 に存在す る 。
6 對 の 游 泳駭 （第

7 圖 b）は大 きさ殆 ど等 し く， 脚基及び外枝共

に 2 節で あ る
。 外枝 は 内枝 よ tJも長 く， 先端

に 3 本 内側 に 1本の 長 い 李滑 な硬毛 を有 し ，

外側に は 1 本 の 長い 棘が あ る。 内枝は 先端に

2 本内但1に 2 本の 長い 硬毛を有 し 先 端の 1

本 を除 き他 は 何れ も朋 毛状で あ る。 尾節 （第

7 圖 の は分 叉 して 、各ま その 先端 に 3 本の 長

い 卒 滑 な硬毛 を有 し， そ の 基部 に は 3 個 の 癌　　　 x

緬 隆起 が み られ る。 ．　 　 　 ，　 　
Ci

　Cypris幼生は 附着す る前後に な る と殻内は

顆 粒 駿物質 で鮪た され ， 體軈 も油i球 も不 明瞭

に な る （第 6 圖 b ）。
V ・SCI｛ER （1928）

’
Cま この 油

球 の 變化 に よ つ て eyprLis ．幼 生の 内的 條件 が 　 　 欝 圖 ・・ cyPI
’i・　O 觸 fE・　 b・　｛

’ypris

　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 の 溝泳肢，
c・eypris 　 の 尾締。

附着に 適 す る樣 に な る と云 つ て ゐ る。 cypris

の 附着は云 ふ まで もな く觸角の 吸盤 に よ るが ， V ；SL・HER も遞 べ て ゐ る如 く必 ず しも
一度附着

すれば そσ）ま ム 其處で フ ジ ツ ボ に 變態 す る もの で は な く， そ の 場 所 が適當で なか つ ナこ 転 或は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 他の 何等 か の 刺戟 に 由つ て 器壁 か ら離 れ る。時

α

  わ

《 灘額驚鬻 lll
　　 　 周圍に セ メ ン ト歌物質が分泌 され ， 吸 盤を壁に

　　 　 膠着 させ る （第 8 圖 a ）。 こ の セ メ ン 献 物質は

　　 　　い か に して 吸盤 まで強迭 され る か は 明 に す る 事

　　 　　が 出來 なか つ た。 然 し萌述 の 感觸器 官が吸 盤の

　　 　 附近 に突 戯 して ，
これが 分泌 物質の 移行に 役 立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ の で は あ る まい か とい ふ 疑 問を 起 こ させ た。

複1銚慧攤難鑼 灘 欟 尹蕭罐 あ謡驚 鑷
　 質 に 被 は k る．　　　　　　　　　　　　 圍 に も セ メ ン ト歌 物質 が分泌 され る （第 S 困
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b）。 そ の 後兩方の 吸盤 が 一緒 し セ 多〆 ト朕物質にtZl　e）込 め ちれ 鰯角 は 曲折 して 中塞 とな り

次 第に垣くな る （第 町圖 ％
d）．．

　 觸角 の 變化 と共 に 殻は次 第に 左右 に　e，mきt）特 に前邦 に 於 て著 し く， こ の 開 レ た殻 の 縁 と觸 角

の 附着部 乏で 麌を器壁 に 支岱 て ゐ る檬τ轟7　 ee’）Lp被 うた 顆粒 状物質は次 第に は つ ge　b し＃
’
形欺 に な つ て ， 後側か ら腹側 にか けて 左右 2 枚 の 狹 い縁が 出來，叉前部で も左右が 區別 出來 る

樣に な る （第 6 岡 c
，
d） 1  咽 諭 R 伽 （1925）は B．　bcelanoi・de：s の 附着生 活 h は じめた cypris

期に於 て殻板 の 發逹及 び其の 變 化 を觀 察 して ゐる ガ 筆 者等 は cyp 廊 婀に於て 斯 か る 明瞭な

殻板 の 形 成 を認め る事 に出來 な か ワ
）た

。，
．

．

　 CypuS 幼生 が殻 を捨て る 時 、ま∫體の 後端か ら滋泳肢 を 出 し， 體の 激 しい 蹇動運動 に 由つ て

腹節 及び そ の 附屬肢を脱 皮す る と同 時 て あ る。 この 時 cyptis 期 の 觸角 は著 し く小
’SY

くな り

そ の ま 窺 戔り ， 太 くな つ た 體の前列1し 被はれ て 見 え な くな る　周設 （c 〔｝1γ1part   el〕t） と頂鍛

．
（・pi・・ 1・h ・ll）の

部分 ｛ま不 明騨 が ら圃 咄 來る （第 咽 ・）　
・
　

1

　　　　　　　　　　　　　　　 揃 若 い フ ジ ツ ボ

　 器 壁 に附着 した ばか の の フ ジ ツ ボ は毅長
’O．41mm ，殼幅 住筋 mlb ，薇は Jk｛だ 軟弱 で ゼ ラ チ

　ン 状 を呈 し， 周殻に は短 い 鞭毛 を有 す。周殼 は側板 ・（ltr 乳1） と囓板 （1　 tru 皿 ）は明瞭で な

　く ， 峰板 （ ］
’
ll］a ）め み區 別 される 1』頂殼 も未だ楯 板 （　鋤 と背板 （terga ）

’
とし分れ な い

鑾 蒙鍮
　

　 第 9 圖　a ．灘 泳期 の cypris
，
　 b．脱皮直後 め 若 い フ ジ ツ ボ。

’

瓢 魏 撫 難纛 欝欝著言。t第：岬 岬 即
麹

鱒 畔

．附着後
’
6 日 b 經ち乏轂長 1湘 m 鵡 殻 幅 1．21

’
m ・ff紐 な．を， 側 板 及び嘴 夜に は 各數本の 縱

裂を 生 じ， 形 は成體に薯 し く似て くる （第 fo圖 e ）。

フ 押 ボ は 隔 生 活 櫨 じめる や 直 ち 1
ツ

・YPI
’i・ 期嚇 灘 の 變形 し嘩 脚 を盛 ん 睡 力か

デ ・ 對の 蔓脚は ・
・fif・P基繭 獅 2 ・

鰍 魄 り汾 叉肢 は第 ・ 肢最誨 く・
上 方 嗣 脳 輩

b）。　　　 　
一

　附着後 甑日を經 る と， り 玉　
＼

殼 の 周圍 の 鞭毛 は 淌失 し，
’

側 板 と峰板 との 闘 に薪 しい

胤封の 側板 （ear 皿 01ateral ）

が 表 はれ る 　（第 10 鬪 の。

こ の 新 生の 側板 は次弟に 成

長 す る と共 に，各板の 間 に

N 　　耳1壱 otronlo 　Llbrary 　畠er 　　
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錐 10 瞬 若 い フ ジ ツ ボ
．

R・脱皮直後 ，
　 b ・ 2Hll ，　 C．3 日 臨 d，4 目 鴎 e ．6 日 目。

ひ長 くな る。第 1 肢は 内外枝共 に 2 篩 ， 第 2 第 3 肢 は 内外枝共に 3 箘 ， 第 4 肢 は 内枝 4

節外枝 3 節，第 5 肢は 内外枝共 に 5 節で あ る．各 校 は飼れ も短 い 硬毛 を有 す （第 11 圖 ）。

肢の 肥大 と共 に ， 體 は次 第に成長 し，蔓脚 も發 達 して 飭の 數を

壇加す る，

Iv 　總 括

1） 1組 年 7 月よ り 9 月 まで 山口縣 の 瀬声内海溜岸に在 る 當

研 究所秋穂分室で フ ジ ツ ボ幼生の 飼育を 行 つ た．用 ひ られ た材

料は ク ・ フ ジ ツ ボ ， タ テ ジ マ フ ジ ツ ボ及 び シ ロ ス ジ フ ジ ツ ボ の

3 種 で あ る。

2） ク ・ フ ジ ツ ボ は cy 餌 s 期 まで 變態 せ しめ得 たが ， 附着生活

を營む まで に は飼育 出來なか つ た。然 る に タ テ ジ マ フ ジ ツ ボ と

シ ll　 z ジ フ ジ ツ ボ の 2 種は容易に c｝・pris期を經て 若い フ ジ ツ

ボ に 變態 した。而 して變 態過 程 を觀 察 した の は タ テ ジ マ フ ジ ツ

ボ の み で あ る
。

3） 飼育方法 は ク ル マ エ ビ の zoel 幼生 を飼育せ し場合 と全 く

同樣 で ， 純粹培養犖 した S．eoStota を餌 と して與 へ た 。

4＞ タ テ ジ マ フ ジ ツ ボ の 幼 生は nauplius 期に 凋 晩皮 し， 7 囘

第 11 圖　　醗皮後 2 日

　 N の フ ジ ツ ボ の 蔓脚 。
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　　　　　　　　　ヴ

．の 脱 皮後 に eypris 期に變態す る。第 1期 皿 肌 iPlins 幼 生 は孵 化後 10 分 乃至 2 時 間以 内に

脱皮 し， 以 後 1 晝 夜 1こ 1 囘宛脱皮 して ， 約
一

週間を 經過 して Gypri5 期に 入る 。
．

の CYPI’is期 こ 變態 した幼 生は ， 多 くの 場合 24 時期以 内に 器壁に 附着 して 若 い フ ジ ツ ボ に

な る。

・6） 附着 した ばか 1｝の フ ジ ツ ボ は 周・殻頂 殻共 に 明瞭で ない が ， 次 第に 成長 して ，
6 日目に は 成

・
體の 形に酷似 す る。
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